
チーム名 Happy Smile 大学・学部 東京国際大学 山梨ステージ 
 本選出場 プラン名称 ワクワーク（在日ワーキングホリデーメーカーを活用した山梨市の観光プロモーション） 

リーダー名 馬渕琴未 
 

テーマ 

※選択したテーマに○をつけてください。 
（ ○ ）①訪日外国人の誘客と滞在を促進する「観光まちづくりプラン」 
（ ）②ミズベリングと連動した「観光まちづくりプラン 

山梨市長賞    受賞 
パフォーマンス賞 受賞 

指導教職員名 宮口直人 

メンバー名 勝俣 徹哉 来代 ひより 小島 萌 荒井 道也 笹谷 良太 

・日本にいるワーキングホリデーメーカーに山梨市の観光農園に従事してもらう 
・ワーキングホリデーメーカーには主に自国へ１日１投稿してもらう  
 ＳＮＳを活用→観光施設・観光商品などした山梨市の魅力をＰＲ 
≪ターゲット≫ 
・18～30歳在日ワーキングホリデーメーカー 

・日本に興味があるオーストラリア・台湾・韓国のワーキングホリデーメーカー 

（３年次以降フランス・香港などにエリア拡大）  

→ワーキングホリデーの協定国であり、台湾人3392人、韓国2368人と日本で働いて

いる人数も多いのでメインターゲットとする 

受け入れ側のメリット 
①労働力の増加が図れる 
②外国語を学ぶことができる 
③外国人観光客が来た時に 
通訳として働いてもらえる 
 
ワーキングホリデー側 
①日本文化を知ることができる  
②お金を稼ぎながら休日も充実  
③日本で就職するための情報が    
得やすい 

  10年後の 
ビジョン・目標 

ワーキングホリデーから発展した  

インバウンドの先進地!！ 

そして・・・  

漸減す  
る観光   
客数  

観光商  
品の少  
なさ 

山梨市  

観光指針  

より  
情報伝  
達の弱  
さ 

主体者 
   ・山梨市・観光協会   

＜役割＞ 
・受け入環境整備  

 ・仕事の紹介・斡旋 

企画・運営サポート 
  ・東京国際大学 
学生ボランティア 
インターンシップ 
観光農園・ 
観光施設 
  ＜役割＞    

通訳など言語面を
サポート  

経済効果   
初年度（テストマーケティング）：3カ国から3人ずつ＝9人募集   

約70日間×１日１投稿＝70投稿×9人＝630投稿   
1投稿につき10人が見てくれたら6300視聴   
そのうちの１％が山梨に訪れてくれると・・・ 
63人×17万6168円（外国人旅行者平均消費額）＝1109万8584円の経済効果が！ 
5年後：各国7人ずつ×7カ国に拡大すると・・・ 

6042万5624円！！ 

共通する   

 も の が ・ ・ 

広報活動 

・日本ワーキングホリ
デー協会・各施設   

＜役割＞ 

・ ワーキングホリデー
メーカーへのＰＲ・募集 

山梨市観光指針
（平成２３～２８
年）より抜粋 

当チームフィール
ドワーク調査より
（ｎ＝30）平成２８
年７月１６/１７日
実施 

外国人 

観光客への

認識不足 

 

少ない    

外国人 

観光客数 

フィールド
ワーク  
ヒアリング  
より   山梨市

の情報   
発信の弱さ 

日本に来る※ワーキングホリデーメーカーを活用して山梨市の良いところをPRしてもらおう！！+住民との相互理解促進、労働力不足も解決 
 

4月 
5月 
6月 

7月 
8月 
9月 

研修期間 

施設受入 

・外国人の手による情報発信で 
 知名度の向上が図れる→インバウンドの増加 
・果物の生産量が高い山梨市ならではの 
 職業体験を提供 
・労働人口不足の改善につながる 
・地元住民と外国人が「仕事」を通じて 
 相互理解を深められる 
・自然豊かで休日はリフレッシュして 
 良い思い出を作ってもらう 

外国人と山梨市民の交流人口の増加 

山梨市の労働人口の増加へ！！ 
＝ 

そもそもワーキングホリデーって何？  
２ヶ国間の協定に基づいて、休暇を楽しみながら一定の就労ができる特別な制度のこと 
期間は１年～２年で、就労期間は１ヶ所につき３ヶ月間 
※ワーキングホリデーメーカーとは外国人ワーキングホリーデービザ取得者のことである 

東京国際大学学生主催 
日本語支援学生スタッフと日本文化の授業を履
修した学生が小江戸川越で日本のマナーを楽
しく教えてくれます！ 

山梨市における問題点の確認 

具体的な提案内容とそのメリット 

本プロジェクトにおける課題設定 
・地元住民と外国人観光客の相互理解の場を設ける 
・外国人旅行者へ山梨市の情報発信を強化する 
・外国人観光客が魅力に感じる観光商品作りの促進 

 →いきなりこれらを解決するのは難しい  

運営体制 
私たちが手伝います！ 

☆実施スケジュール  ☆ 
期間：2017～2022

年（５年間） 
時期：毎年4.5.6月
(研修期間） 
     毎年7.8.9月
（収穫時期） 
    を想定 

受け入れ施設： 

観光農園、観光施設 

（徐々に商業施設などへも 

 展開して大きな 

 ムーブメントとする） 


